
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 
バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第１４６号 （令和７年１１月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

◆節約のため岡山まで車で帰ってきました！◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

大森です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、９月のお彼岸前に妻と２人、地元岡山に戻り、お墓掃除を 

してきました。実はこの１年、岡山に戻れず、お盆にも帰省できませんでした。そこ

で、このタイミングで行こうと決断。当初は新幹線の予定でしたが、できるだけお金

をかけずに車で行こう！と、また、せっかくだからと、道中での観光も兼ねた３泊４日

の計画で行くことにしました。岡山まで車で行くのは、１０数年振りのことです。 

初日、早朝６時に自宅を出て、まずは神戸の有馬温泉に向かいました。自宅から

ちょうど５００㎞を、途中の休憩は１回だけで５時間弱で到着。台風が接近中で途中

から雨も降り出しましたが、初めて走る新東名が快適で、スムーズに到着。有馬温

泉に到着したのが昼過ぎ２時ぐらいで、どんどん風が強くなる中、｢明日の墓掃除、

大丈夫かなぁ｣と心配しながら、その日はゆっくり温泉に浸かりました。 

翌日、神戸は暴風圏。前が見えないほどの暴風雨の中、有馬温泉を出発。しか

し、岡山に入った瞬間、台風が過ぎ去り、かんかん照りに。台風一過というやつでし

ょうか、気温は３５度を超えていました。 

そんな過酷な状況下で、まず実家のお墓を２ヶ所掃除しました。１ヶ所は山の中

にあり、１年も経つと草が生い茂っていて、それはそれは大変でした。もう１ヶ所の

平地にあるお墓、さらに妻の実家のお墓２ヶ所も掃除し、日が暮れる午後７時頃に

ようやく全て完了。もう脱水症状のようになり、疲労こんぱいです。 

ちなみに、私の実家も妻の実家も今は誰も住んでおらず、電

気、ガス、水道を止めているため、近くの安い（２人で７０００円

の）ビジネスホテルに泊まりました。 

３日目。せっかくだからと、今まで行ったことが （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MN ビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目にお名前ご記載の上、ＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） ない伊勢に行ってみよう！と決定。岡山から４００㎞。早朝に出発し、昼

過ぎに伊勢神宮に到着。外宮から内宮へと回りましたが、その広さに驚き、砂利道

で足が棒になりました。その日は、伊勢志摩サミットで安倍元首相も宿泊した、豪華

なホテルに割引クーポンを使って、約半額で宿泊。景色が最高のホテルでした。 

４日目。帰路の前に、伊勢志摩の有名な夫婦岩（めおといわ）へ。すると、大きい

岩と小さい岩を結ぶ大きなしめ縄を、波が来る中で張り替えるという壮大な神事が

行われていて、そんな貴重なものまで見ることができ、非常にラッキーでした。 

伊勢から自宅まで５００㎞。行きは５００㎞を５時間弱でしたが、帰りは御殿場と神

奈川での事故渋滞に巻き込まれ、伊勢から自宅まで８時間半もかかりました。しか

も、休憩は１回だけ。助手席の妻はペーパードライバーでハンドルを渡せず、運転

手がもう一人いればと、思わずにはいられませんでした。 

いずれにしても、台風が来ていた中で無事、お墓の掃除と観光ができて良かった

です。ただ、お金を使わないために車を選択したはずが、観光・宿泊・食事で、新幹

線で１泊で行くときの２倍の出費が。しばらくの間、生活を切り詰めないといけない

と思っている今日この頃です。ちなみに、総走行距離は１６８０㎞でした。 

◆発行者コラム◆ 

岡山で宿泊した安いビジネスホテルでこんなことがありました。そこは漁港に近い

田舎のビジネスホテル。外で食事を済ませ、そして、お風呂に向かいました。そこは

温泉だったのですが、入ってみると誰もいません。貸し切りだ！ラッキー！と思って

いたところ、湯気の向こうに一人だけ先客が。ただ、T シャツを着ているようにも見え

ます。なんでだろう？と思って近づくと、その人の身体には綺麗な絵がびっしり。だ

から他に誰も入って来ず、ほぼ貸し切りだったのだと、合点がいきました。大森 

大森 米山 


